
次世代育成支援対策推進法 社会福祉法人泉会 行動計画 

 

泉会で働くすべての職員が、仕事と家庭を両立させ長く働くことができる雇用環境整備

を行うため、次の行動計画を策定する。 

 

１. 計画期間 ２０２２年７月１日～２０２５年３月３１日 

２. 内容 

 

目標１：全職員へ職場環境（休暇・残業・育児介護休業）に関するアンケートを実施 

し、現状やニーズ、課題の把握をする。 

＜対策＞ 

〇２０２２年７月～  全職員へアンケートを実施する。 

〇２０２２年８月～  事務担当者会議で結果を集計、課題を把握し今後の方針案を 

決め、本部会議にて決定する。 

 

目標２：育児介護休業等の制度の周知、職員の理解を深める。 

＜対策＞ 

〇２０２２年１０月～ 制度の理解を深めるため、主に管理職を対象とした研修の 

準備、実施する。 

 〇２０２２年１０月～ 制度に関する案内を作成し、各事業所で据え置く。 

また法人ＨＰ等で閲覧できるよう掲載し、周知を図る。 

 

目標３：アンケート結果から適切な対策を検討し、職員の定時退勤・年次有給休暇 

取得を促進する。 

＜対策＞ 

〇２０２３年４月～  職員の残業時間を調査し、調査結果と合わせて残業を削減でき

る対策を作成・取り組み、定時退勤を促す。（業務の見直し等） 

〇２０２３年６月～  年次有給休暇取得状況の見える化方法を検討し、実施する。 

（メールや給与明細などに年次有給休暇残数を記載する等） 

〇２０２３年１０月～ 年次有給休暇を取得しやすい環境整備のため、目標１で把握し 

た課題から対策を作成し、取得を促す。 

 

目標４：法人独自の次世代育成支援対策推進方法、社内制度を策定する。 

＜対策＞ 

〇２０２３年１１月～ 調査結果をもとに必要な規程の制定や変更を検討していく。 

〇２０２４年４月～  規程の施行（新ルール・休暇制度など）。 

 


